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今年度から松戸分館にＡＶブースが2台入りました。
松戸分館所蔵のビデオテープ，ＣＤなどが視聴できます。
ブースにあるリストの中から資料を選んでカウンターでお手続き下さい。
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去る9月20日 に約130名の聴衆を得て，「機関リポジトリの可能性をさぐる-これからの大学にお
ける学術研究と情報発信-」と題した千葉大学学術成果リポジトリ（CURATOR）公開記念シンポジウ
ムを開催しました。
土屋館長による基調講演に引き続き、本学教員と外部有識者によるパネル討議が行われ，我が国に
おける機関リポジトリの現状と課題及び今後の可能性について理解を深める機会となりました。
 CURATORに関する情報はこちらをご覧ください。
 http://mitizane.LL.chiba-u.jp/curator/
本館所蔵資料　『La plante et ses applications ornementales』　
　PL.35　Grosseiller（あかふさすぐり）より部分
表紙:
ACS (American Chemical Society)のジャーナル・アーカイヴスを2005年6月に導入しました。
以前は過去4年分のみ閲覧可能でしたが，この導入によって創刊号から最新号まで全文が見られる
ようになりました。
 利用できるタイトルについては下記のページをご覧ください。
 http://www.LL.chiba-u.ac.jp/~kikaku/online/EJ/ACS.html
平成17年7月末から本館新館入口展示コーナーに「ゆとりのコーナー」を設けました。
展示を見た後のひととき，勉強疲れを少しでも癒したいと思っている方，ゆったりとした時間をす
ごしてみませんか。
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初めに
　国立大学法人千葉大学は，平成16年度か
ら向こう6年間の中期目標を定めている。
その中の「社会との連携，国際交流等に関
する目標」に「本学は先端的教育，研究及
び医療の中核機関として，地域社会と連
携・協力して，産業，学術文化及び福祉の一
層の発展向上に寄与する」という目標を掲
げている。この全学的目標である地域連
携・地域貢献に関して図書館は，地域社会
における生涯学習を支援するという目的か
ら，市民への開放という形でのサービスを
以前から実施してきた。しかし，今まで
サービスの範囲が限られており，本館にお
いて市民へ図書の貸出を開始したのは最近
のことであり，分館において試行的に行っ
ている業務もある。この機会に民度の指標
の一つとも言われる図書館の地域連携に関
し，過去から現在までどのように取組んで
来たかを紹介したい。
１．本館における図書の貸出
1）　過去の経緯：「一般市民利用要領」の　
　　制定
　昭和63年附属図書館運営委員会の下に図
書館の公開に関する委員会が設けられ「千
葉大学附属図書館の一般市民利用要領
（案）」が作成された。この案が平成元年度
附属図書館運営委員会で認められ，平成2
年2月15日の評議会で承認され実施された。
　この時のサービスの内容は，館内閲覧，
レファレンス，文献複写（有料）であり，
図書の貸出は認められていなかったが，大
学図書館の地域社会・市民への公開として
は他大学に先駆けたものであった。それは，
学術審議会学術情報部会の報告『大学図書
館機能の強化・高度化の推進について』にお
いて，「社会における生涯学習ニーズが高
まる中で，大学の地域社会への協力や，生
涯学習における大学の教育研究機能の活用
が求められている。大学図書館についても，
公共図書館では提供し得ない高度な学術情
報を地域社会や市民へ積極的に公開し，生
涯学習活動を支援することが期待されてい
る。」と報告されたのが平成5年であったの
を見ると明らかである。
2）図書貸出：試行から本実施へ
　その後しばらく，市民への図書の貸出に
ついては話題にならなかったが，平成13, 
14年度に総務省行政評価局から，九州地区
及び北海道地区のいくつかの国立大学図書
館に対して，一般市民への貸出サービスを
求めるあっせん文書が通知された。
　これを契機に国立大学附属図書館（当時）
で市民への貸出を行う館が増えていった。
本学においても，地域社会への貢献，一般
市民の生涯教育支援といった役割を積極的
に果たすことが社会から期待されていると
いう認識のもとに図書の館外貸出を試行的
に行うこととなった。
　学習・教育・研究に支障のない範囲での学
外者への貸出案が附属図書館運営委員会に
提案され承認された。平成15年11月～平成
16年2月までの試行期間を経て平成16年4月
から本実施に移り現在に至っている。本実
施開始年と今年度の同時期の延べ貸出人数
及び貸出冊数は，図１のとおりである。
図1　一般市民に対する貸出冊数と貸出人数（本館）
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　なお，本学の学習・教育・研究に支障の少
ない範囲ということから西千葉地区の学部
生試験期間は貸出を行わないなどの制限を
つけ，20歳以上の市民へ1人2冊3週間の条
件で貸出を行っている。
２. 松戸分館と
    県立西部図書館との連携協力
　園芸学部のある松戸分館においては，平
成1７年4月から県立西部図書館（松戸市）の
協力車による資料の貸し借りを試行的に
行っている。その経緯は，次のとおりであ
る。平成16年3月に県立西部図書館から相
互協力の依頼を受け，園芸学部図書委員会
での検討，本館での協議の後，同年5月以降
西部図書館と数回の話合いを重ね，平成17
年4月開始とする「相互貸借（試行）に係る
申合せ」を取り交わし，試行を行っている。
　県立西部図書館は，「公立図書館の設置
及び運営上の望ましい基準」（平成13年7月
文部科学省告示）に記された大学図書館と
の連携・協力に関する規定「都道府県内の図
書館サービスの充実のため，学校図書館，
大学図書館，専門図書館，他の都道府県立
図書館，国立国会図書館等との連携・協力
に努めるものとする。」を実行するものであ
り，松戸分館においては中期目標に揚げた
地域貢献を図る必要があり前向きに考えた
結論である。
　県立西部図書館は，松戸分館との相互協
力を大学図書館との連携のスタートと捉え，
将来的には県内の全大学図書館に拡大した
いという構想があり，現在週１回協力車を
走らせ，相互協力（試行）に期待を寄せて
いる。
３. 亥鼻分館における
　　　学外医療従事者の利用
　医学・生命科学分野の専門図書館である
亥鼻分館における学外利用者の特徴的な点
は，医療従事者（病院医師及び病院関係者）
が多い事である。所蔵資料の分野を考える
と当然かもしれないが，亥鼻分館における
地域連携の取組みの一環と言える。医学系
の図書，学術雑誌が閲覧・複写でき，医学文
献ＤＢの検索を行うことができるので医療
従事者の来館利用が多くなっている。
　平成15年度の学外利用者は年間2,730名
で，その内医療従事者が1,174名（43%）で
あった。平成16年度は，学外利用者2,913
名，その内医療従事者1,375名（47.2%）で
あり実数もその比率も上がっている。この
数値を見ると亥鼻分館は，学外医療従事者
から期待されているといえる。今後学外の
医療従事者に対するサービスをどのように
進展させていくのか，サービス面の向上と
運営上の問題の両面から検討しなければな
らない。
終わりに
　市民の来館利用及び公立図書館を通して
の市民へのサービスについて述べたが，地
域連携の観点からは，大学以外の学術研究
機関との連携も考えられる。本学において
は，千葉市内の公共図書館，大学図書館，
大学以外の研究機関等と「千葉市図書館情
報ネットワーク協議会」を構成し，図書館
間の連携協力に努めている。大学以外の研
究機関として近隣には，膨大な特色ある資
料を所蔵するアジア経済研究所図書館，独
立行政法人放射線医学研究所などが散在す
る。学術研究機関の図書館と大学図書館と
の連携システムも地域貢献として重要な意
義を持つし，このネットワーク協議会の構
成のような館種を超えた図書館連携が地域
への貢献に最も役立つものと考える。今後
も市民の理解と協力のもとに地域貢献に努
力するつもりである。
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　　次の方々から著書をご寄贈いただきました。ありがとうございました。（50音順　敬称略）
本館閲覧室3階 547.53/MET共著Metoda moment untuk analisa antenaJosaphat Tetuko Sri 
Sumantyo （環境リモセ） 本館閲覧室3階 547.5/MET共著Metoda beda hingga kawasan waktu
本館閲覧室3階 332.53/AME著　　　　　　　　(A history of the American economy, 1492-1993)秋元　英一 （法経）
本館閲覧室3階 331.234/KYO著競争秩序のポリティクス : ドイツ経済政策思想の源流雨宮　昭彦 （法経）
本館閲覧室3階 499.87/SHO分担執筆食品薬学ハンドブック = Medicinal food pharmaceutical science
池上　文雄 
（フィールドセ）
本館閲覧室3階 375.8/USA著宇佐美寛・問題意識集 ; 14～15
宇佐美　寛 （名誉教授） 
本館閲覧室3階 377.15/JUG著授業研究の病理
本館閲覧室4階 933.7/NAI共訳ミゲル・ストリート小澤　自然 （文）
本館閲覧室3階 512.75/RIM共訳リモートセンシングの基礎久世　宏明（環境リモセ）
本館閲覧室2階 210.5/NIH分担執筆「日本型社会」論の射程 : 「帝国化」する世界の中で見城　悌治 （国際セ）
本館閲覧室3階 615.2/PHO編
Photoautotrophic (sugar-free medium) 
micropropagation as a new micropropagation and 
transplant production system
古在　豊樹 （園芸）
本館学内出版物コーナ
 361.86/KYO 著境界文化のライフストーリー櫻井　厚 （文）
本館1階書庫 210.4/KEN編著玉縄北条氏文書集 : 相州玉縄城主佐藤　博信 （文）
本館閲覧室2階 289.1/TAN　　編田中秀央近代西洋学の黎明 : 『憶い出の記』を中心に菅原　憲二 （文）
本館閲覧室4階 830.7/KOR分担執筆これからの大学英語教育 : CALLを活かした指導システムの構築高橋　秀夫 （国際セ）
本館閲覧室2階 017.7/KAW編変わりゆく大学図書館竹内　比呂也 （文）
本館閲覧室4階小型
332.107/NAM著怠け者の日本人とドイツ人：停滞を生んだ国民性手塚　和彰 （専門法務）
本館閲覧室3階 
371.45/APP編
Applied developmental psychology : theory, 
practice, and research from Japan
中澤　潤 （教育） 本館閲覧室3階 371.4/KYO編著教育心理学の基本理解
本館閲覧室2階 140.7/SHI編著心理学マニュアル研究法レッスン
本館閲覧室3階 324.52/KEI著契約法講義　第2版半田　吉信 （専門法務）
本館閲覧室3階 371.3/KYO分担執筆教育と経済発展 : 途上国における貧困削減に向けて不破　信彦 （自然科学）
本館閲覧室3階 498.54/SHO編著食品認証ビジネス講座 : 安全・安心のための科学と仕組み
松田　友義 （自然科学）
ほか執筆者一同
本館閲覧室4階　910.26/NIH分担執筆日本女子大学に学んだ文学者たち溝部　優実子（教育）
本館1階書庫　372.2/A27分担執筆アジアで学んだこと・教えたこと : 派遣専門家の見た教育事情山本　忠 （工）
本館閲覧室3階　382.1/KEN分担執筆権力
和田　健 （国際セ）
本館閲覧室3階　380.1/ATA分担執筆新しい民俗学へ : 野の学問のためのレッスン26
本　館
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紀元前４世紀にブリテン島を発見したと言われるピュテアスから2000年
没の人物まで，英国史における著名な人物５万人を収録した人名辞典。
120年ぶりの改訂版。冊子体を購入したことに伴い，オンライン版が
2006年８月末日まで利用できます。
Oxford Dictionary of National Biography (全60巻)　　－本館参考 283.3/OXF
新着資料の中から毎回数点ずつご紹介します。
七世・幸四郎演じる『勧進帳』から『野田版 研辰の討たれ』まで，厳選された演目の数々とそ
れを演じる名優たちの優雅にして華麗な名舞台。副音声による日本語・英語解説，字幕による
解説機能付き。
歌舞伎名作撰 （全16巻）　　　－本館視聴覚資料室 774/KAB
亥鼻閲覧室　W19編集長千葉大学医学部卒業５０周年記念誌　昭和３０年卒業永野　俊雄 （名誉教授）
亥　鼻　分　館
松戸閲覧室　518.85/K著こんな公園がほしい : 住民がつくる公共空間小野　佐和子 （園芸）
松戸閲覧室　615.2/P編
Photoautotrophic (sugar-free medium) 
micropropagation as a new micropropagation and 
transplant production system
古在　豊樹 （園芸）
松戸閲覧室　615/S総合監修植物便利大図鑑 : 名前調べ・名前覚え（樹木と花緑のトラブル対策植物医講座）
塚越　覚 
（フィールドセ）
松戸閲覧室　615/S/1総合監修植物の生育環境に関る診断と対策（樹木と花緑のトラブル対策植物医講座;1）
松戸閲覧室　615/S/2総合監修植物の病気と害虫の診断と対策（樹木と花緑のトラブル対策植物医講座;2）
松戸閲覧室　615/S/3総合監修庭木、果樹など樹木類の生育診断と対策（樹木と花緑のトラブル対策植物医講座;3）
松戸閲覧室　615/S/4総合監修園芸草花・観葉植物・洋ラン類などの生育診断と対策（樹木と花緑のトラブル対策植物医講座;4）
松戸閲覧室　615/S/5総合監修野菜類の生育診断と対策（樹木と花緑のトラブル対策植物医講座;5）
松戸閲覧室　464/S分担執筆生物化学 : biological chemistry中川　弘毅 （園芸）
松戸閲覧室　371.3/K分担執筆教育と経済発展 : 途上国における貧困削減に向けて不破　信彦 （自然科学）
松戸閲覧室　611.4/S編著食品認証ビジネス講座 : 安全・安心のための科学と仕組み
松田　友義 （自然科学）
か執筆者一同
松　戸　分　館
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平成17年4月1日付けで附属図書館長，亥鼻分館長，松戸分館長が交代しました。
館 長 交 代 の お 知 ら せ
【附属図書館長】
新館長
　土屋　俊
  （文学部）
前館長
　遠藤　美光
　平成17年3月31日退任
【亥鼻分館長】
新館長
　瀧口　正樹
　（大学院医学研究院）
前館長
　関谷　宗英
　平成17年3月31日退任
【松戸分館長】
新館長
　三位　正洋
　（園芸学部）
前館長
　松井　弘之
　平成17年3月31日退任
千葉大学附属図書館運営委員会（平成1７年4月1日現在）
附属図書館長
亥鼻分館長
松戸分館長
総合メディア基盤センター長
文学部
教育学部
法経学部
理学部
医学研究院
薬学研究院
看護学部
工学部
園芸学部
土屋　俊
瀧口　正樹
三位　正洋
伊勢崎　修弘
小倉　美知子
佐藤　道雄
小林　正弥
越谷　重夫
栗山　喬之
村山　俊彦
本田　彰子
矢口　博久
小野　佐和子
社会文化科学研究科
自然科学研究科
専門法務研究科
医学部附属病院
環境リモートセンシング
研究センター　
真菌医学研究センター
国際教育開発センター
先進科学教育研究センター
フロンティアメディカル工学
研究開発センター
環境健康都市園芸フィールド
科学教育研究センター
事務局長
小倉　美知子
稲葉　尚志
半田　吉信
田邊　政裕
建石　隆太郎
山口　正視
畠　弘巳
花輪　知幸
高橋　応明
小原　均
山根　徹夫
1920年代から本格化した日本のアニメーションが，今日の世界的評価を得るまでの歴史を明ら
かにする，日本アニメーション史を形作った重要な116作品を収録。文化遺産的なコレクショ
ン。
日本アートアニメーション映画選集 （全12巻）　　　－本館視聴覚資料室 778.77/NIH
OSCEビデオシリーズ : Objective structured clinical examination  （全7巻）　　
　　　－亥鼻視聴覚　WB/18.2
近い将来医師国家試験への導入の可能性があるOSCE（Objective Structured 
Clinical Examination, 客観的臨床実技試験）の実施法を，各診察ユニットご
とに実演形式で紹介するとともに，標準的な手技も示して解説したビデオで
す。
千葉大学附属図書館報 InfoPort No.12
　平成17年10月発行
　編集・発行 千葉大学附属図書館
　〒263- 8522　千葉市稲毛区弥生町1- 33 
　TEL: 043-290-2262
　FAX: 043-290-2266
　URL: http://www.LL.chiba-u.ac.jp/
平成17年度関東地区国立大学図
書館協会総会（茨城大学）４月21日
千葉市図書館情報ネットワーク
協議会（千葉センシティータ
ワー）
４月22日
千葉市図書館情報ネットワーク
協議会総会（放送大学）５月20日
平成16年度第４回国立大学図書
館協会理事会（東京大学）５月20日
第52回国立大学図書館協会総会
（名古屋大学）６月30日
平成17年度第１回附属図書館運
営委員会７月26日
第58回国公私立大学図書館協力
委員会（龍谷大学）７月27日
国公私立大学図書館協力委員会
平成16年度第２回常任幹事会（龍
谷大学）
７月27日
平成17年度第１回附属図書館亥
鼻分館運営委員会７月29日
